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１．は じ め に

低地・台地などの地盤と震動特性の研究は、 波速度や強震動などのデータ数に依存され、近年、広範囲S

なデータの蓄積により面的な広がりをみせている。このような背景から本報告では、当研究所が調査もしく

は収集した数多くの 検層結果の 波速度を用いPS S

て、東京都内地盤の震動特性について検討を行った。

２．調 査 結 果

東京都内の地盤は、東部から西部へ沖(1) 調査地点

積低地、台地、丘陵地、山地と変化している 。都内
1 )

の地盤種別図に今回検討に用いた 地点の 検層88 PS

地点を(○)を図－１に示す。なお、強震観測結果(●)

および常時微動特性については、別途参考文献を参

照されたい 。2)

地点の 検層結果から 波速(2) S波速度とN値 88 PS S

度と 値の関係を粘性土層と砂・砂礫層に分け、道N

路橋示方書の式[粘性土層： ( )、砂・砂V=100N m/sS
1/3

礫層 ( )]を併記して図－２、図－３に示す。こV =80N m/sS
1/3

れより、粘性土層では道路橋示方書の式は 波速度分布S

のほぼ平均的な値となっているが、砂・砂礫層では同式

S Nは 波速度分布の下限に相当している いずれにしても。 、

S N S値に対する 波速度の分布は広範囲にわたり、 値から

波速度を推定するにはこのことを十分に考慮する必要が

ある。

波速度を用いて重複反射法により地盤(3) 重複反射法 S

の卓越振動数を求めた。解析の対象とした層は、原則的

に 値 以上で 波速度 以上までの層としたが、N 50 S 300m/s

その下位に比較的軟弱な層が認められる場合には、さら

にその下位層に基盤層を求めた。解析結果の代表例とし

L1 L6 H1 H6て、図－１に示した低地部の ～ 、台地部の ～

地点の振幅と振動数の関係を図－４、図－５に示す。こ

れより、低地部の卓越振動数は 前後に、台地部では1Hz

東部( )から西部( )へと ～ となっている。H1 H6 3 14Hz

そこで、 地点すべての結果を比較するために、重複88

反射法により得られた卓越振動数を 以下から 以1Hz 10Hz

上まで７つの振動数帯に分類し、地盤分類図上に示した
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図－１ 地盤分類、調査位置図

図－２ S波速度とN値(粘性土)

図－３ S波速度とN値(砂・砂礫層)



ものが図－６である。

1Hz低地部の埋没谷で

1付近、埋没段丘で

～ 、台地部で ～2Hz 3

、 丘 陵 地 で ～6Hz 6

の分布が多く認10Hz

められる。この関係

を詳しくみるために、

地盤分類を①埋没谷(低地中央部)、②埋

没段丘(低地東西部)、③武蔵野面 下末吉,

面(台地東部)、④立川面多摩川低地丘陵, ,

地(台地西部)の４種類に分類し、それぞ

れの観測地点から得られた卓越振動数を

頻度で示したものが図－７である。①地

域では ～ 、②地域では ～ 、③0 2Hz 1 3Hz

3 6Hz 6 10Hz地域では ～ 、④地域では ～

の頻度が大きいことが確認できる。

このように、重複反射法で求めた卓越

振動数は地盤種別に分類できることから、

各地点の支持層深度( )と卓越振動数()のh f

関係を地盤種別毎に図－８に求めた。これより、支持層

50m 1Hz 20深度が 以上の地点では 卓越振動数は 程度、 、

40m 1 3Hz 10 20m 3 6Hz 5 10m～ では ～ 、 ～ では ～ 、 ～

以内では ～ 、 以内では 以上に概略分布3 10Hz 5m 10Hz

しており、 ( )の相関を示す。f=30.0h r =0.81-0.86 2

３．ま と め

都内 地点の 検層結果から以下のことが明らかに88 PS

なった。

① 粘性土層、砂・砂礫層とも 値に対する 波速度のN S

分布は広範囲にわたり、 値から 波速度を推定するにN S

はこのことに留意する必要がある。

② 重複反射法により求めた卓越振動数は、低

地、台地、丘陵地等の地盤分類と適合し、低

1Hz 3 6Hz地埋没谷で 程度 台地武蔵野面で ～、

程度となる。

③ 支持層深度と卓越振動数は対数で直線近似

の相関を示す。
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図－４ 重複反射法(低地) 図－５ 重複反射法(台地)

図－６ 重複反射法による卓越振動数分布

図－７ 卓越振動数頻度分布

図－８ 卓越振動数と支持層深度
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